
発
行
／
福
島
県
鏡
石
町
役
場
　
〒
969-0492 福

島
県
岩
瀬
郡
鏡
石
町
不
時
沼
345番

地
電
話
／
0248（

62）2111（
代
表
）
　
　
編
集
／
総
務
課

U
RL／

http://w
w
w
.tow

n.kagam
iishi.fukushim

a.jp/
印
刷
／
㈱
星
総
合
印
刷
　
　
広
報
か
が
み
い
し
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

2015

3№649
福
島
県
鏡
石
町

今
月
の
主
な
内
容

●
住
民
異
動
の
届
出
に
つ
い
て
　
　
　
　
Ｐ
２
～
3

●
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
Ｐ
4
～
5

●
町
営
住
宅
「
東
町
団
地
」
入
居
者
再
募
集
、

　
ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
の
発
生
に
つ
い
て
　
　
Ｐ
6
～
7

●
住
宅
除
染
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
　
　
Ｐ
8
～
9

●
ま
ち
の
話
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ
10
～
11

●
く
ら
し
の
情
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ
16
～
17

む
し
歯
の
な
い
強
い
歯
に
！

（
岡
ノ
内
幼
稚
園
む
し
歯
予
防
教
室
）
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タイヤやホイール（ホイールキャップ）は町で収集できません

転
入
や
転
出
に
よ
り
住
所
を
変

更
し
た
場
合
は
、
税
務
町
民
課
へ

住
民
異
動
届
の
提
出
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

な
お
、
届
出
を
す
る
際
に
は
次

の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
本
人
確
認

　

届
出
の
際
に
窓
口
で
本
人
確
認

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
運
転
免
許

証
な
ど
顔
写
真
付
の
身
分
証
明
書

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

を
お
持
ち
の
方
は
、
転
入
転
出
の

手
続
き
に
必
要
で
す
の
で
、
必
ず

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

②
届
出
人

届
出
で
き
る
の
は
異
動
者
本
人

も
し
く
は
同
一
世
帯
の
方
に
な
り

ま
す
。
そ
の
他
の
方
が
届
出
を
す

る
場
合
は
代
理
人
と
し
て
本
人
か

ら
の
委
任
状
が
必
要
で
す
。

例
年
３
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬

の
住
民
異
動
が
多
い
時
期
は
税
務

各手続きの問い合わせ窓口
⃝住民異動、印鑑登録、国民健康保険、
　国民年金のこと
　税務町民課　☎６２－２１１２
⃝児童手当、ごみのこと
　健康福祉課　☎６２－２１１５
⃝上下水道のこと
　上下水道課　☎６２－２３４８
　　　　　　　☎６２－２１１９

住民異動届一覧
届出事項 どんなときに

（届出事由）
いつ

（届出期間）
だれが

（届出人）
届出に必要なもの
（添付書類など）

転入届 町外から鏡石町に
住所を移したとき

住み始めてから
14日以内

本人、同じ世帯の方
または代理人
※代理人の場合は委任
状が必要となります

①前住所地の市区町村が発行
　した転出証明書
②身分証明書（写真付）
③印鑑

転出届 鏡石町から町外に
住所を移すとき 新住所に移る前に

①国民健康保険証（加入者のみ）
②身分証明書（写真付）
③印鑑

転居届 鏡石町内で住所が
変わったとき

住み始めてから
14日以内

①国民健康保険証（加入者のみ）
②身分証明書（写真付）
③印鑑

住
所
が
変
わ
っ
た
ら

住
民
異
動
届
を

窓
口
は
混
雑
し
ま
す

その他の手続きのご案内 ～
春
は
引
っ
越
し
の
季
節
～

住
民
異
動
の
届
出
は
お
早
め
に

春
は
入
学
や
就
職
、
転
勤
に
よ
る
異
動
が
多
く
な
る
季
節
で
す
。
今
月
は
、
住
所
を
変
更
し
た
と
き
な

ど
の
手
続
き
に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

町
民
課
の
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
。

そ
こ
で
少
し
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
手

続
き
が
で
き
る
コ
ツ
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◦
混
雑
し
て
い
る
時
間
を
避
け
る

　

月
曜
日
・
連
休
明
け
や
日
中
10

時
か
ら
15
時
の
間
は
特
に
窓
口
が

混
雑
し
ま
す
。
で
き
る
だ
け
、
こ

れ
ら
を
避
け
て
い
た
だ
く
と
待
ち

時
間
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

◦
手
続
き
に
つ
い
て
事
前
に
確
認

　
す
る

・
必
要
な
書
類

・
手
続
き
が
で
き
る
人

・
届
出
の
期
間　

な
ど

必
要
な
書
類
は
、
手
続
き
の
内

容
・
手
続
き
を
す
る
方
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
電
話
等
で
事
前
に

確
認
し
た
う
え
で
、
来
庁
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【児童手当・児童扶養手当等】
児童手当を受給している方が、他の市区町村に

住所を移すと本町での受給資格はなくなります。
受給者の方は、税務町民課から課税証明書の交付
を受け、転出した日から 15 日以内に転入された
市区町村で新たに手続きをしてください。

児童扶養手当・特別児童扶養手当・ひとり親家
庭医療費助成を受けている方が転居や転出をした
際には、変更後 14 日以内に、受給者証を持参の
うえ、健康福祉課で手続きをしてください。なお、
引き続き他の市区町村で受給される方は、税務町
民課で発行する課税証明書を持参し、新しい市区
町村での手続きが必要となります。

【国民健康保険】
職場の健康保険に加入または脱退した場合には、

届出が必要となります。国民健康保険の制度につ
いては次ページをご覧ください。

【上下水道の届け出】
引っ越しで、水道の使用を開始または停止した

い場合や、長期間留守にするため、水道をご使用
にならない場合は、５日前までに上下水道課にご
連絡ください。

また、井戸水を使い下水道に接続している方で、
使用人数に変更があった場合は、上下水道課で手
続きをしてください。

　【ごみの分別徹底をお願いします！】
　３月は引っ越しの季節となり、ごみの量が増加する傾向にあります。それに伴い、分別されていない
ごみや収集日以外に出されているごみも多く見受けられます。町では、分別されていないごみについては、
収集を行いません。
　引っ越しをする直前までは、収集日を守り指定されたごみステーションに出してください。急な引っ
越し等で日程が合わない場合は、前日までの予約により須賀川地方衛生センターまで自己搬入をするか、
廃棄物許可業者（有料）をご利用ください。許可業者については、町ホームページやごみカレンダーに
掲載しておりますのでご確認をお願いいたします。

お手続きで不明な点があれ
ば、総合窓口（税務町民課）
へお気軽にお問い合わせく
ださい！

ごみ分別Ｑ＆Ａ
Ｑ　車のホイールやホイールキャップは何ごみにな
　　りますか？
Ａ　自動車部品は産業廃棄物のため町で収集するこ
　　とができません。バンパー等も同様です。お近
　　くの自動車販売店等にお問い合わせください。

◦問い合わせ先　健康福祉課☎ 62-2115
須賀川地方衛生センター☎73-4515
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　国保の届出一覧
こんなとき 持参するもの

国
保
に
加
入

す
る
と
き

他の市区町村から転入してきたとき 前住所地の市区町村が発行した転出証明書
職場の健康保険をやめたとき

資格喪失証明書など
職場の健康保険の被扶養者からはずれたとき
生活保護を受けなくなったとき 印鑑

国
保
を
脱
退

す
る
と
き

他の市区町村に転出するとき 保険証
職場の健康保険に加入したとき

国保と職場の健康保険の両方の保険証
職場の健康保険の被扶養者になったとき
被保険者が死亡したとき 保険証、通帳、印鑑
生活保護を受けるようになったとき 保険証

そ
の
他
の
異
動

退職者医療制度の対象となったとき 保険証、年金証書、印鑑
鏡石町内で住所が変わったとき

保険証世帯主や氏名が変わったとき
世帯を分離したり、合併したりしたとき
修学のため、別に住所を定めるとき 保険証、在学証明書、印鑑
保険証をなくしたとき、汚れて使えなくなったとき 印鑑

※手続きの際、本人確認が必要となりますので、運転免許証など身分証明書をご持参ください

高
額
療
養
費
制
度
は
、
医
療
機

関
や
保
険
調
剤
薬
局
に
支
払
っ
た

医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
限
度
額

を
超
え
た
場
合
に
、
申
請
に
よ
り

限
度
額
を
超
え
た
分
が
給
付
さ
れ

る
制
度
で
す
。

◦
自
己
負
担
限
度
額

世
帯
内
の
被
保
険
者
の
年
齢
、

前
年
の
所
得
に
よ
っ
て
自
己
負
担

限
度
額
が
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、

過
去
の
支
給
回
数
に
よ
っ
て
も
変

わ
り
ま
す
の
で
、
下
表
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。　

（
平
成
27
年
１
月
診
療
分
以
降
）

◦
自
己
負
担
額
の
計
算
方
法

高
額
療
養
費
は
、
医
療
機
関
ご

と
に
入
院
・
外
来
別
、
医
科
・
歯

科
別
で
月
の
１
日
か
ら
末
日
ま
で

の
自
己
負
担
額
で
計
算
し
ま
す
。

計
算
に
含
ま
れ
る
の
は
、
保
険

適
用
内
の
も
の
に
限
ら
れ
る
の

で
、
食
事
代
や
差
額
ベ
ッ
ド
代
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。

◦
自
己
負
担
額
は
世
帯
内
で
合
算

　
で
き
ま
す

被
保
険
者
の
年
齢
に
よ
っ
て
、

合
算
で
き
る
範
囲
が
異
な
り
ま
す

が
、
合
算
し
て
限
度
額
を
超
え
た

分
が
、
給
付
さ
れ
ま
す
。

・
70
歳
未
満
の
被
保
険
者
の
み
の

世
帯同

じ
月
内
に
２
１
，
０
０
０
円

以
上
の
自
己
負
担
額
を
２
回
以
上

支
払
っ
た
場
合
、
合
算
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

・
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
被
保
険

者
の
み
世
帯

　

金
額
、
医
療
機
関
、
入
院
・
外

来
、
医
科
・
歯
科
区
別
な
く
合
算

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

・
70
歳
未
満
と
70
歳
以
上
75
歳
未

満
の
被
保
険
者
が
い
る
世
帯

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
の
限

度
額
を
計
算
し
、
70
歳
未
満
の
方

の
２
１
，
０
０
０
円
以
上
の
自
己

負
担
額
を
加
算
し
て
70
歳
未
満
の

世
帯
の
限
度
額
を
適
用
し
ま
す
。

◦
限
度
額
適
用
認
定
証
を
利
用
し

　
ま
し
ょ
う

　

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
医

療
機
関
な
ど
に
提
示
す
る
と
、
１

つ
の
医
療
機
関
等
で
の
支
払
い
が

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま

す
。
事
前
の
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
入
院
等
に
よ
り
医
療

費
が
高
額
に
な
る
場
合
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

税
務
町
民
課　

☎
62
－
２
１
１
２

修
学
中
の
鏡
石
町
国
保
加
入
者
に
は

「
学
生
特
例
」
の
保
険
証
を
交
付
し
ま
す

鏡
石
町
の
国
保
加
入
者
で
、
修

学
の
た
め
に
他
の
市
区
町
村
に
転

出
す
る
場
合
、
特
例
に
よ
り
引
き

続
き
鏡
石
町
の
国
保
に
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

住
所
は
鏡
石
町
外
に
な
り
ま
す

が
、
転
出
前
に
所
属
し
て
い
た
世

帯
の
国
保
加
入
者
と
な
り
ま
す
の

で
、
転
出
先
の
市
区
町
村
で
新
た

に
国
保
に
加
入
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
国
保
税
は
転
出
前
に
所

属
し
て
い
た
世
帯
の
世
帯
主
に
課

税
さ
れ
ま
す
。

こ
の
特
例
を
受
け
る
に
は
、
次

の
と
お
り
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

◦
申
請
の
方
法

他
の
市
区
町
村
に
転
出
さ
れ
る

際
に
、
合
格
通
知
書
な
ど
の
合
格

し
た
こ
と
の
確
認
が
で
き
る
書
類

の
写
し
を
添
付
し
て
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
在
学
証
明
書
が
必
要
に

な
る
た
め
、
入
学
後
に
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

◦
保
険
証
の
更
新

在
学
中
の
「
㊫
」
の
保
険
証

は
、
毎
年
更
新
と
な
る
た
め
、
有

効
期
間
が
各
年
度
末
ま
で
と
な
り

ま
す
。
対
象
の
方
に
は
、
更
新
案

内
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
中
途
退
学
や
有
効
期
間

中
に
社
会
保
険
に
加
入
さ
れ
た
と

き
は
、
税
務
町
民
課
で
必
ず
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
卒
業
し
た
ら
届
出
を

卒
業
し
た
と
き
は
、必
ず
「
㊫
」

終
了
の
届
出
を
し
て
保
険
証
を
返

却
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
卒
業
予
定
年
度
を
越
え

て
在
学
す
る
と
き
や
大
学
院
な
ど

に
進
学
す
る
と
き
は
、
改
め
て
手

続
き
が
必
要
に
な
る
た
め
、
在
学

証
明
書
（
証
明
年
月
日
が
４
月
１

日
以
降
の
も
の
）
を
添
付
し
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
「
㊫
」
保
険
証
返
却
後
の
手
続
き

就
職
先
の
社
会
保
険
な
ど
に
加

入
す
る
場
合
を
除
き
、
引
き
続
き

国
保
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
住
所
登
録
さ
れ
て
い
る

市
区
町
村
で
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

高
額
療
養
費
制
度

国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、

病
気
や
ケ
ガ
に
備
え
て
、
加
入
者

み
ん
な
で
助
け
合
う
制
度
で
す
。

　
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入

し
て
い
る
場
合
や
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
移
行
し
た
場
合
、
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
場
合
以
外

は
、
す
べ
て
の
方
が
国
保
に
加
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
同
一
世
帯
内
に
健
康
保
険
の
異

動
が
あ
っ
た
方
が
い
る
場
合
は
、

異
動
後
14
日
以
内
に
届
出
を
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
届

出
に
必
要
な
書
類
に
つ
い
て
は
、

下
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
国
保
に
加
入
す
る
と
き

・
他
の
市
区
町
村
か
ら
の
転
入　

　

勤
務
先
の
健
康
保
険
な
ど
に
加

入
し
て
い
な
い
方
は
、
町
内
に
転

入
し
た
日
が
鏡
石
町
国
保
の
加
入

日
と
な
り
ま
す
。

・
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
脱
退

　

勤
務
先
を
退
職
し
て
国
保
に
加

入
す
る
場
合
は
、
退
職
日
の
翌
日

が
加
入
日
と
な
り
ま
す
。

◦
国
保
を
脱
退
す
る
と
き

・
他
の
市
区
町
村
へ
転
出

　

転
出
す
る
日
に
鏡
石
町
国
保
の

資
格
が
な
く
な
り
ま
す
。

・
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入

　

加
入
し
た
日
の
翌
日
に
国
保
の

資
格
が
な
く
な
り
ま
す
。

◦
加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と

　

加
入
す
る
資
格
が
で
き
た
月
の

分
ま
で
、
国
民
健
康
保
険
税
（
国

保
税
）
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
届
出

日
ま
で
の
医
療
費
は
、
特
別
な
理

由
が
な
い
限
り
全
額
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

◦
脱
退
の
届
出
が
遅
れ
る
と

　

国
保
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
届
出
が
遅
れ
、
国

保
の
保
険
証
を
使
用
し
て
診
察
を

受
け
る
人
が
い
ま
す
。 

こ
の
場

合
、
国
保
か
ら
支
払
わ
れ
た
医
療

費
は
お
返
し
い
た
だ
き
ま
す
。

　

年
度
の
途
中
で
健
康
保
険
に
異

動
が
あ
っ
た
方
の
国
保
税
は
月
割

で
計
算
さ
れ
ま
す
。
国
保
に
加
入

す
る
と
き
は
加
入
す
る
方
の
前
年

の
所
得
に
よ
り
、
加
入
し
た
月
か

ら
国
保
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
社
会
保
険
加
入
等
に

よ
り
、
脱
退
し
た
場
合
は
、
加
入

し
た
前
の
月
ま
で
の
国
保
税
が
再

計
算
さ
れ
、
申
請
し
た
翌
月
に
変

更
後
の
納
税
通
知
書
が
送
付
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◦
国
保
税
を
滞
納
す
る
と

　

国
保
税
を
滞
納
す
る
と
次
の
よ

う
な
滞
納
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

①
督
促
・
催
告
を
受
け
た
り
、
延

　

滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

②
有
効
期
間
の
短
い
「
短
期
被
保

　

険
者
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

③
「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」
が

　

交
付
さ
れ
ま
す
。（
こ
の
と
き
、

　

か
か
っ
た
医
療
費
は
一
旦
全
額

　

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。）

④
国
保
の
給
付
の
全
部
ま
た
は
一

　

部
が
滞
納
し
て
い
る
保
険
税
に

　

充
て
ら
れ
ま
す
。

※
こ
の
ほ
か
に
、
財
産
の
差
し
押

さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の

届
出
に
つ
い
て

届
出
が
遅
れ
る
と

国
保
税
に
つ
い
て

〈被保険者が 70歳未満のみの世帯〉
所得区分 ３回目までの自己負担限度額 ４回目以降の自己負担

限度額（月額）※１
所得※２が 901万円を
超える上位所得者

252,600 円＋（医療費－
842,000 円）×１％ 140,100 円

所得が 600 万 円を超え
901万円以下の上位所得者

167,400 円＋（医療費－
558,000 円）×１％ 93,000 円

所得が 210万円を超え
600万円以下の一般

80,100 円＋（医療費－
267,000 円）×１％ 44,400 円

所得が210万円以下の一般
（住民税非課税世帯を除く） 57,600 円 44,400 円

住民税非課税世帯 35,400 円 24,600 円

〈被保険者が 70歳以上 75歳未満のみの世帯〉
所得区分 外来限度額

（個人単位） 外来+入院（世帯単位）

現役並み所得者※高齢受給
者証の負担割合が３割の人 44,000 円

80,100 円 +（医療費－
267,000 円）× 1％
※4回目以降は44,400円

一　般 12,000 円 44,400 円

低所得者Ⅱ※世帯主と加入者
全員が住民税非課税の世帯 8,000 円 24,600 円

低所得者Ⅰ※世帯主と加入者全員が
住民税非課税かつ所得が０円の世帯 8,000 円 15,000 円

※１過去12か月間に同じ世帯で高額療養費の支給が4回以上あった場合の4回目以降の限度額　※２所得＝総所得金額－基礎控除
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非破壊式測定器「そのままはかるＮＤＡ」

食品を刻まずに検査することができます

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
農
業
、

自
営
業
、
学
生
な
ど
の
方
や
厚
生

年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
方
は
、

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
将
来
、
年
金
を
受
給

す
る
た
め
に
は
、
原
則
25
年
以
上

の
年
金
加
入
期
間
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
加
入
の
手
続
き
を
行
わ
な

い
と
、
加
入
期
間
が
満
た
な
く
な

り
、
年
金
が
受
給
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

会
社
を
退
職
し
た
方
や
配
偶
者

の
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
方
は
、
必

ず
健
康
保
険
資
格
喪
失
証
明
書
や

離
職
票
等
を
持
参
の
う
え
、
税
務

町
民
課
で
国
民
年
金
加
入
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

老
齢
基
礎
年
金
が
受
給
で
き
る

の
は
原
則
65
歳
以
上
で
す
。

国
民
年
金
と
厚
生
年
金
の
加
入

期
間
が
合
わ
せ
て
25
年
以
上
（
納

付
期
間
＋
免
除
期
間
）
の
要
件
を

満
た
す
方
で
請
求
す
る
場
合
は
、

必
要
書
類
を
添
付
の
う
え
、
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。
国
民
年
金
に

の
み
加
入
し
て
い
た
方
は
税
務
町

民
課
で
も
請
求
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
が
、
厚
生
年
金
の
加
入
期
間

が
あ
る
方
は
、
年
金
事
務
所
で
請

求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

加
入
状
況
に
よ
り
、
必
要
書
類

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
年

金
事
務
所
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
申
請

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
の
承
認
を
受
け
た
期

間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資

格
期
間
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
金
額

の
計
算
期
間
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん

の
で
、
こ
の
制
度
を
受
け
る
と
満

額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
適
用
さ
れ
た
期
間
か

ら
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
猶
予
さ

れ
た
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

会
社
を
退
職
し
た
方
は
国
民

年
金
加
入
の
手
続
き
を
！

国
民
年
金
を
受
給
す
る
に
は
？ 国

民
年
金
だ
よ
り

　食品放射能測定検査に、非破壊式測定器が導入されまし
た。今までの測定器では、食材を細かく刻み検査していま
したが、非破壊式測定器は細かく刻むことなく検査するこ
とができます。検査した食材をお返しすることもできます
ので、自家栽培の食材は放射能測定検査を受けてから食べ
ることをお勧めします。
　返却を希望する場合は、申し込みの際にお伝えください。

非破壊式測定器を導入
～食品放射能測定検査用～

・食品放射能検査の流れ
　①検査用食材を最低500g勤労青少年ホームに持参する。 
　②申請用紙を記入する。 
　　（備考欄の「返却を希望する・希望しない」に○をつける） 
　③申請用紙と検査用食材を提出する。 
　④検査 
　⑤勤労青少年ホームにて検査結果報告書を受け取る。
◦注意事項　
　測定器に収まらない大きさの食材は、必要に応じて切ら
せていただくことがあります。
　また、検査の状況に応じて、食材をお返しできない場合
もございますので、ご了承ください。
◦問い合わせ先　簡易放射能測定センター　☎ 62-2444

（勤労青少年ホーム内）

　アタマジラミは、季節を問わず、不潔・不衛生とも直接関係なく、ごく普通の生活の中で発生します。
また、集団発生することもあります。
〈アタマジラミとは〉
　人の頭髪に寄生して頭皮から血を吸う虫です。主な症状はかゆみですが、感じ方には個人差があるため、
症状だけで判断することはできません。頭皮や毛髪をよく観察しましょう。
　卵は後頭部や耳の後ろの生え際に産み付けられることが多いと言われています。成虫は動き回るため
見つけにくいことがあります。
〈駆除方法〉
　頭に寄生しているものを直接駆除するとともに頭が触れた物の洗濯を行います。アタマジラミ専用の
クシを使う方法と薬剤（シャンプー剤とパウダー剤があります）を使う方法があり、どちらも薬局で購
入できます。
　かゆみがひどい場合は皮膚科を受診しましょう。駆除できたと思っても
最低１週間は毎日、頭皮や毛髪を確認してください。また、再度寄生され
るのを防ぐため、枕カバー・シーツ・タオル等は毎日交換しましょう。
〈予防方法〉
　アタマジラミの予防には毎日の洗髪が重要です。月に数回は保護者が洗
髪することも予防対策のひとつになります。お子さんが頻繁に頭を掻くよ
うになった場合は、注意深く確認しましょう。
◦問い合わせ先　健康福祉課　☎ 62-2115

アタマジラミが発生しています！
◦
募
集
戸
数　
９
戸

　
（
２
Ｄ
Ｋ
４
戸
・
３
Ｄ
Ｋ
５
戸
）

◦
入
居
申
込
資
格
者

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
住
宅

を
滅
失
し
た
方
で
、
次
の
①
～
⑦

の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
鏡
石
町
か
ら
東
日
本
大
震
災
に

　

よ
る
「
り
災
証
明
」
の
交
付
を

　

受
け
た
方
で
、
次
の
ア
か
ら
ウ

　

に
該
当
す
る
方

ア
「
り
災
証
明
」
が
「
全
壊
」
で
、

　

現
に
住
宅
を
滅
失
し
た
方

イ
「
り
災
証
明
」
が
「
大
規
模
半

　

壊
」
ま
た
は
「
半
壊
」
で
滅
失

　

す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方

ウ
「
半
壊
」
以
上
の
「
り
災
証
明
」

　

を
受
け
た
方
で
、
自
己
都
合
に

　

よ
ら
ず
、
退
去
せ
ざ
る
を
得
な

　

く
な
っ
た
借
家
人

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

　

明
ら
か
な
方

③
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所

　

が
あ
る
方

④
市
区
町
村
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

⑤
入
居
者
が
暴
力
団
員
で
な
い
方

⑥
町
営
住
宅
に
入
居
歴
が
あ
る
方

　

は
、
家
賃
の
滞
納
が
な
い
方

町
営
住
宅
（
災
害
公
営
住
宅
）

「
東
町
団
地
」
入
居
者
再
募
集

⑦
町
内
在
住
２
名
の
連
帯
保
証
人

　

を
つ
け
ら
れ
る
方

※
③
に
つ
い
て
は
、
震
災
当
時
は

町
内
に
住
所
を
有
し
、
や
む
を
得

ず
他
市
区
町
村
へ
転
出
し
た
場
合

も
可
。
④
は
、
申
請
時
に
税
の
滞

納
が
あ
る
場
合
で
も
、
税
務
町
民

課
と
２
年
以
内
に
完
納
す
る
納
付

誓
約
を
し
た
方
に
つ
い
て
は
、
入

居
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

◦
申
込
方
法

　

町
指
定
の
入
居
申
込
書
（
総
務

課
で
配
布
）
に
必
要
事
項
を
記
入

・
押
印
の
う
え
、
必
要
書
類
（
所

得
証
明
書
等
）
を
添
付
し
、
総
務

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
受
付
期
間　
３
月
20
日
㈮
ま
で

◦
選
考
方
法

　

申
込
者
の
資
格
審
査
や
居
住
現

況
な
ど
か
ら
、
入
居
者
選
考
委
員

会
の
審
議
を
経
て
、
入
居
候
補
者

を
決
定
し
ま
す
。
住
宅
困
窮
順
位

の
決
定
が
困
難
な
場
合
は
、
公
開

抽
選
と
な
り
ま
す
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

☎
62
－
２
１
１
７

学
生
納
付
特
例
制
度

め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。

（
老
齢
基
礎
年
金
を
満
額
受
給
す

る
に
は
、
40
年
の
保
険
料
納
付
期

間
が
必
要
で
す
。）

　

こ
の
制
度
は
、
卒
業
す
る
ま
で

毎
年
申
請
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
が
、
申
請
す
る
と
き
の
２

年
１
か
月
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

申
請
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

申
請
者
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の

前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合

や
失
業
し
た
場
合
な
ど
、
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
難
し

い
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

免
除
さ
れ
る
額
は
、４
種
類（
全

額
・
４
分
の
３
・
半
額
・
４
分
の

１
）
あ
り
、
前
年
の
所
得
に
よ
っ

て
免
除
額
が
決
ま
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
町
民
課　

☎
62
－
２
１
１
２

郡
山
年
金
事
務
所

☎
０
２
４
－
９
３
２
－
３
４
３
４

保
険
料
免
除
制
度
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町 か ら のお 知 ら せ 町 か ら のお 知 ら せ

宅地内の空間線量の調査 地区内道路側溝の除染作業宅地内対象箇所の除染作業

久来石地区仮置場仁井田地区仮置場

高久田地区仮置場（造成中）鏡田地区仮置場

住
宅
除
染
の
実
施
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

町
で
は
、
国
の
放
射
性
物
質
汚

染
対
処
特
措
法
に
基
づ
く
除
染
実

施
計
画
を
策
定
し
、
比
較
的
平
均

空
間
線
量
の
高
い
西
側
地
域
か

ら
、
住
宅
や
道
路
側
溝
の
除
染
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

町
か
ら
の
委
託
業
者
が
宅
地
内

の
空
間
放
射
線
量
を
測
定
し
た
結

果
に
よ
り
、
国
の
実
施
基
準
を
超

え
る
箇
所
を
除
染
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
不
安
を
解
消
し
、
従
来

の
安
全
・
安
心
な
生
活
環
境
を
取

り
戻
す
た
め
、
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
放
射
線
量
の

調
査
・
除
染
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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平成 26 年度末の状況（完了、実施中及び着手予定）
行　政　区 区　域（小　字）　 件　数

仁井田区、鏡石４区 仁井田、岡ノ内（役場交差点北側） 335 件

鏡田区（４号線西側） 深内町、鏡田かげ沼町、川崎町、　蒲之沢町、大池、五斗蒔町 205 件

久来石区 小栗山、城ノ内、桜岡、久来石、　久来石南 233 件

仁井田区、鏡石４区、さかい区 岡ノ内（役場交差点南側）、前山、境 540 件

合　計 1,313 件

　住宅や道路側溝除染作業による除去土壌など
は、防水性と耐久性のある大型土のう袋（フレ
キシブルコンテナなど）に梱包し、敷地内での
作業が完了次第、町が設置・管理する地区用仮
置場で一定期間※保管することになっていま
す。
　現在は町内４箇所で、仮置場の設置や造成が
行われています。
　搬入用仮置場が未設置の地区では、除染作業
の際に必要となるため、地域と協働して候補地
の選定や基礎調査を進めています。

※国が除去土壌等を一定期間、安全に集中的に
管理・保管するため、大熊町と双葉町に設置す
る中間貯蔵施設へ搬出するまでの期間

除染用仮置場の設置状況

住宅除染の主な手順（委託業者による一連の作業）

※環境省の見解によると、くぼ地、樹木の下、雨どい下放流部や
集水枡などの局所範囲では、１m で 0.23 マイクロシーベルト毎
時を超える箇所（マイクロスポット）以外にも、地表面（１cm）
においては比較的線量が高い箇所もありますが、放射線は距離に
よる減衰率が大きいため、日常生活空間での身体に受ける線量に
は直接の影響はありません。

１. 日程調整のうえ空間線量の事前調査を行います。
環境省除染ガイドラインによる宅内測定ポイント
で、事前線量測定（高さ１ｍ※）を行い、その平
均値を基に、国の除染基準により次のとおり実施
内容を決定します。

空間線量率の平均値 除染の内容（対象）

平均 0.23 マイクロシーベルト毎
時以上 敷地全体を除染

平均 0.23 マイクロシーベルト毎時
未満だが、一部で１ｍで 0.23 マイク
ロシーベルト毎時を超える箇所有り

超えた箇所について付近を
部分的に除染

１ｍで 0.23 マイクロシーベルト
毎時を超える箇所無し 線量調査にて業務終了

２. １の結果を後日お知らせし、除染を実施する箇所
がある場合は、除染範囲や内容を示した作業計画
を説明し、ご了解いただいたら同意書を提出して
頂きます。

３. 作業日時を調整し、除染作業を行います。
４. 作業後の線量を測定し、低減効果確認を行います。
５. 除去土壌等を仮置場に搬出し、現場の作業は完了。
６. 後日、作業後の結果をお知らせします。
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Kagamiishi NEWS

消防署員が防火体制等について管理者に確認今年も大盛況ですべて完売しました

　2月 12日㈭東京都板橋区大山商店街のイベント会場にお
いて、鏡石町観光協会（遠藤栄作会長）と鏡石米づくり部会
が合同で観光物産キャンペーンを行いました。
　キャンペーンでは、特別栽培米コシヒカリ「牧場のしずく」
の試食・販売をメインに鏡石ブランドのひとつ「いちご」や
蜜たっぷりの「りんご」、「岩瀬牧場ヨーグルト」などを通じ
て町の特産品や「田んぼアート」をＰＲし、首都圏の方々と
交流を図りました。

文化財防火査察
火対策の強化を防観光物産キャンペーン

石町の特産品をＰＲ鏡

2/3 鏡石保育所で初対面のごあいさつ

幼稚園では、段ボールの鬼に向かって豆まき

2月 3日㈫鏡石幼稚園・鏡石保育所・放課後児童ク
ラブにおいて、節分の豆まきが行われました。
幼稚園では段ボールの鬼に向かって、保育所では各
教室に入ってきた鬼に向かって、放課後児童クラブで
はおやつの豆を使って力いっぱいに豆をまきました。
保育所では、いきなり教室に入ってきた鬼に驚いて
泣いてしまう子もいましたが、追い払った後はほっと
して笑顔を見せていました。

節分豆まき
は外、福は内鬼

応急処置の方法を学ぶボランティア連絡協議会の会員

1月 31日㈯鏡石町老人福祉センターにおいて、鏡石町ボ
ランティア連絡協議会（佐藤義和協議会長）の会員が須賀
川消防署鏡石分署の署員を講師に救急法講習会を実施しま
した。
講習会では、のどに異物が詰まった時の応急法やケガを
した時の止血方法、骨折時の固定の仕方など、応急処置の
方法を学び、受講者たちは署員の話をメモを取りながら、
積極的に質問をしていました。

2月 9日㈪勤労青少年ホームにおいて、第１回鏡石町障
がい福祉者・障がい福祉計画策定会議が行われました。
策定委員に委嘱状が交付され、遠藤町長が「誰もが幸せ
で明るい社会生活を送ることができる住みよい町になるよ
う、忌憚のないご意見をいただきたい」と挨拶しました。
この計画は、我が町における居宅介護や就労支援など、
障害福祉サービスのあり方を示す基本計画であり、４月か
ら施行されます。

鏡石町ボランティア連絡協議会
急講習会救鏡石町障がい者計画・障がい福祉計画策定会議

祉サービスの充実に向けて福

委嘱状の交付を受ける面川平六策定委員

放課後児童クラブでは、おやつの豆をまきました

1月 26日㈪の文化財防火デーにちなみ、１月 30日㈮に
町文化財保護審議会（橋本正剛委員長）の委員や須賀川消
防署鏡石分署の署員が町内の文化財の防火査察を実施しま
した。
これは、町内の文化財及び寺社の防火査察を行うことで
文化財の保護と防火対策の強化に努めることを目的として
毎年行われているもので、環境の整備状況や文化財・施設
の管理状況などを各施設の管理者に確認しました。

保育所では、教室に入ってきた鬼を退治

あーさー♪が行く！

2/17岡ノ内幼稚園のむし歯予防教室で児童に歯ブラシをプレゼント

2/25 須賀川消防署鏡石分署の看板設置をお手伝い 2/12 大山商店街（東京都板橋区）で町の特産品をＰＲ

牧場のま　き　　　ば
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スクールインフォメーション ～学校だより～スクールインフォメーション ～学校だより～
SCHOOL INFORMATION

保健師だより
あなたの健康支えます !!

ベーグルの作り方を学ぶ生徒たち

６年生（長なわとび）

３年生（長なわとび）１年生（前とび） １年生（前とび） ５年生（二重とび）

　来年度本校に入学を予定している児童の保護者を対象
とした説明会を 2 月 25 日㈬に開催しました。校長より「３
年間という期間の重要性・有意義な中学校生活の送り方・
進路実現のために何が必要か」等の講話があり、担当の
先生より「生徒指導関係」の話をしました。
◆功労者を表彰しました
　今年度は体育功労者・文化功労者を生徒会総会時に表
彰しました。
◆「同窓会」入会式がありました
　今年度の卒業生（145 名）が同窓会に入会し、鏡石中
学校卒業生として「新しい顔」が誕生しました。
◆平成 26 年度卒業式を挙行します
　第 68 回卒業式（卒業生 145 名）を 3 月 13 日㈮に挙
行いたします。生徒たちの門出を祝福してください。
◆各賞受賞
・岩瀬地区１年生バレーボール大会

第３位入賞　女子バレーボール部
・ナハカップ（伊達市立桃陵中学校主催）招待試合

優勝　男子バスケットボール部
・県書き初め展

書き初め準大賞　有賀広夢（１年）
円谷伊吹（３年）

◆「入試」現在進行形
　県立高校Ⅰ期試験が 2 月 3 日・4 日の両日、各高校に
おいて行われました。
　県立高校Ⅱ期試験は、卒業式前の 3 月 10 日・11 日に
行われます。発表は 16 日です。

新入生保護者説明会を開催しました
鏡石中学校

パン職人による技術講習会実施
岩瀬農業高校

　２月12日㈭パン工房「陽だまり」（中町）のオーナー
高野和幸さんを講師に招き、食品科学科2年生の農産加
工班12名を対象に、ベーグル製造の講習会を実施しまし
た。生地のまるめ方、成形の仕方、ゆであげ加減や焼き
方など、製造上ポイントとなる工程を教えていただきま
した。
　本校のベーグルは、2年前のオランダ祭りで、須賀川青
年会議所と一緒に取り組んだ商品で、学校の生産物を生
地に練り込んで作り上げたものです。米粉やエダマメ、
トマト、カボチャなどを使用し、色合いや食感などにオ
リジナル性が出せるように工夫しました。当日は200食
を完売するほどの盛況ぶりでした。
　ベーグルを学校の販売物のひとつに加えようと分量や
形などについて、現在も検討をしています。そのような
取り組みの１つとして、今回は高野さんによる技術講習
会を実施しました。これまでの取り組みが実を結び早く
商品として販売できるよう、今後も研究を繰り返し、美
味しい商品開発につなげていきたいと思います。

　２月２日㈪から２月10日㈫にかけて、各学年ごとにな
わとび記録会を行いました。子どもたちは、それぞれ自
分の新記録を出そうと、決められた時間の中で最後まで
精一杯跳ぶことができました。開始前は緊張のあまり顔
が強ばっている子も見られましたが、終了時には達成感
と満足感で多くの子が素敵な笑顔を見せていました。
　また、個人種目はもとより、クラス対抗の長なわとび
もたいへん盛り上がり、クラスの団結力を強めることも
できました。 
　さらに、たくさんの保護者の皆様が応援に来てくだ
さったおかげで、子どもたち
のやる気がアップし、自己新
記録をたくさん出すことがで
きました。寒い中お越しいた
だき、ありがとうございまし
た。

校内なわとび記録会
第二小学校

なわとび記録会、がんばりました！
第一小学校

月日 事業名 場所 時間

3/11㈬ 1 歳 6 か月児健康診査 保健センター 13:15～

3/18㈬
9 ～ 10 か月児健康診査 保健センター 13:15～

３～４か月児健康診査 公立岩瀬病院 13:30～

4/  3㈮ １・２歳児健康相談 保健センター 9:30～

　1 月に実施された食品放
射能検査の結果は、表のと
おりです。30 ベクレル /㎏
以上の数値が検出された食
品は、ありませんでした。
　なお、国の暫定基準値は
100 ベクレル /㎏以下です。
井戸水の検査実施はありま
せんでした。検査に出す際
には、食材 500 グラムが
必要となります。
　また、新しい食品放射能
測定器が導入されました。
詳しくは 7 ページをご覧く
ださい。

母と子の保健事業 食品放射能測定結果について
食品名 件数 検出件数
かぶ 1 0
小松菜 1 0
じゃがいも 1 0
大根 1 0

チンゲン菜 1 0
白菜 1 0

ふきのとう 1 0
ほうれん草 2 0
水菜 2 0
りんご 1 0
合計 12 0

◦問い合わせ先　
簡易放射能測定センター

（勤労青少年ホーム内）　
☎ 62－2444

　進級や進学、就職や転勤など環境の変化が大きいこの季節は心の不調を感じる人も少なくありません。無理
を続けてしまう前に、心の不調に気づくことが大切です。次に挙げたチェック項目にあてはまることが 2週
間以上続いていませんか？
◆チェック項目◆

　

　チェック項目のうち、合わせて 3つ以上あてはまるときは心の不調のサインかもしれません。医療機関を
受診するほどでは…と思う方は、ぜひ相談窓口をご活用ください。
　・こころの健康相談ダイヤル：0570-064-556（平日 9：00～ 17：00）
　・県 中 保 健 福 祉 事 務 所：75-7811（平日 8：30～ 17：15）
　・鏡 石 町 健 康 福 祉 課：62-2115（平日 8：30～ 17：15）　　　

～３月は自殺対策強化月間です～

平日、土曜日の夜間及び
休日に病気になったときは…

須賀川地方休日夜間急病診療所では、須賀川医師
会や須賀川薬剤師会の協力を得て、初期救急医療の
診療を行っています。
◦問い合わせ先
須賀川地方休日夜間急病
診療所（須賀川市保健セ
ンター）
☎ 76－2980

　1月21日㈬に低学年、22日㈭に中学年、23日㈮に高学
年が本校体育館にて、校内なわとび記録会を実施しまし
た。今までの練習の成果を発揮して自己記録を更新した
児童が多くおりました。また、全員元気に記録会に参加
することができました。
　１年　前 と び　第１位　江幡優之介　　253回
　　　　後 と び　第１位　吉田　愛喜　  　89回
　２年　前 と び　第１位　根本　悠希　　556回
　　　　後 と び　第１位　荻根澤伊織　　291回
　３年　あ や と び　第１位　斎田　あず　  　82回
　　　　後 と び　第１位　斎田　あず　2分55秒
　４年　あ や と び　第１位　君島　明莉　　152回
　　　　後 と び　第１位　内田　里奈　6分21秒
　 5年　二 重 と び　第１位　君島　毅城　　124回
　　　　後 か け 足 と び　第１位　諸根　　葵　6分28秒
　６年　二 重 と び　第１位　村越　璃子　　  90回
　　　　後 か け 足 と び　第１位　𠮷田　瑞姫　   　 6分　　　　

眠れない 食欲がない 気持ちが落ち込む これまでに楽しめていた
ものが楽しくなくなった 自分を責める

集中できない 動きたくなくなる そわそわして落ち着かない 気力がない 死にたくなる

健康セミナー「笑いと健康」
～笑ってストレス解消！こころとからだの健康づくり～

　自殺対策強化月間に合わせて、健康セミナーを開催いたします。『笑い』が体にもたらす効果を学び、心
の健康を保ちましょう！
　日時：3 月 19日㈭　13：30～ 15：00　場所：町図書館　視聴覚室
　講師：福島県立医科大学　医学部疫学講座　大平哲也教授
　受講された方には、クリアファイルと睡眠チェッカーをプレゼントいたします。みなさまのご参加をお待
ちしております！
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～いつでも　どこでも　誰でも　いつまでも学べる鏡石～生 涯 学 習 情 報 生涯学習マスコット
「マナビィ」

鏡石スキークラブの講師に教わる子どもたち みんなで空気砲を作りました

そば打ちに挑戦する受講者たち

左から吉田涼さん、吉田吏玖さん、吉田琳さん、飛澤礼香さん 左から入澤莉那さん、本間丈司さん

図書館
　司書おすすめの 2冊を紹介します！
今月のピックアップ

図書館からのお知らせ 図書館での催し※すべて
無料です

「なぞかけどうじょう」
　金の星社

中川ひろたか：作
大島妙子：絵

　「なになにとかけて、なんととく。そのこころは？」
という “ なぞかけ ” を知っていますか？昔から日本
にある言葉遊びです。
　「くつとかけて、ほうきととく。そのこころは？」
さて、答えはなんでしょう？この絵本は、こんなな
ぞかけ遊びがたくさん載っています。難しいものも
あり、頭の体操にうってつけです。
　読み終わったら今度は自分でなぞかけを作って、
家族や友人に出題してみてはいかがでしょう…。

「動物の見ている世界」　
創元社　

ギヨーム・デュプラ：著
　渡辺滋人：訳

　動物や昆虫が見ている世界を、大判の仕掛け絵本
でわかりやすく紹介した一冊です。
　動物の目の部分をめくると、世界がどう見えてい
るのか、色は何色に見えているのかがわかります。
では、あなたの家の犬や猫には世界はどう見えてい
るのでしょう？はたして赤い色がわかるのでしょう
か？人間と同じ霊長類のチンパンジーはどうでしょ
う…？興味が尽きず、次々とめくりたくなる科学絵
本です。

⃝スペシャル展示コーナー
　３月のスペシャル展示コーナーのテーマは「入園・
入学」です。
　新しい布バッグや、お道具袋、シューズ入れなど、
入園・入学に合わせて手作りするなら、ぜひ図書館
の展示コーナーをのぞいてみてください。ちょっと
手作りは苦手…という方にも簡単に作れるバッグの
作り方の本など盛りだくさんです。
　お弁当が始まる方向けに、お弁当レシピの本も展
示いたしますので、併せてご覧ください。

⃝丸テーブルの展示
　入口付近の丸テーブルの展示テーマは「折り紙」
です。日本に昔からある折り紙は、今や世界に広が
り、愛好者が世界中にいます。「つる」「風船」「やっ
こさん」など定番折り紙のほか、「恐竜」「人気キャ
ラクター」「ユニット折り紙」など、とても複雑な
折り方で複数枚使うものまであります。子どもだけ
でなく、大人も楽しめる折り紙に挑戦してみません
か？実際に折った見本も展示いたしますので、ぜひ
ご覧ください。

⃝３月の読み聞かせ会
　読み聞かせボランティア「あゆみらい」

日時：3 月 14 日㈯　午前 10 時 30 分～
内容：絵本『おばあちゃんのひなまつり』
　　　の読み聞かせ

⃝おひざにだっこのおはなし会
日時：3 月 25 日㈬　午前 11 時～
内容：大型絵本『どうぞのいす』の
　　　読み聞かせ　ほか、手遊び、
　　　工作『ようせいのタペストリー』　など
対象：就園前の幼児と保護者の方

⃝人形劇鑑賞会
講師：人形劇団「赤いトマト」（田村市）
日時：3 月 22 日㈰　午後 1 時 30 分～
内容：『じっちさんのいうことにまちがいない』
◎楽しい人形劇がやってきます！家族やお友達を
　誘って、みんなで見に来てね！

※３月の休館日：2 日・9 日・16 日・
23 日・２7 日・30 日

講座

１月 31 日㈯猪苗代スキー場において、かがみいしス
ポーツクラブと合同でスキー教室を実施。鏡石スキーク
ラブ、スポーツクラブから講師を迎え、スキーを教わり
ました。悪天候で初心者は大変そうでしたが、あきらめ
ずに挑戦し、午後には滑れるようになりました。

いきいき学級　学習発表会

受賞

第 34回ＫＦＢ杯新年フェスティバル水泳大会
2015年シス研新年水泳大会
男子   50 ｍバ タフライ　第 7位　吉 田 吏 玖
男子   50 ｍ背 泳 ぎ　第 9位　吉 田 吏 玖
女子 100 ｍ平 泳 ぎ　第 6位　吉 田 　 涼
女子   50 ｍバ タフライ　第 4位　飛 澤 礼 香
女子   50 ｍ自 由 形　第 7位　飛 澤 礼 香
女子   50 ｍ背 泳 ぎ　第 2位　入 澤 莉 那
女子   50 ｍ平 泳 ぎ　第 2位　吉 田 　 琳

わんぱくスイミングクラブスポーツ少年団
（かがみいしスポーツクラブ）

アドベンチャークラブ

男性専科
　2 月 14日㈯旭町コミュニティーセンターにおいて、今
年度最後となる第６回講座「そば打ち教室」を開催。
　受講者 16名が参加し、町内で活躍しているそばつくら
ん会の皆様からご指導いただき、そば打ちに挑戦しまし
た。丁寧に指導していただいたため、各自完成させるこ
とができました。
　完成後は講師が準備した手打ちそばを試食し、自分が
作成したそばは、各自自宅で楽しみました。

2 月 14 日㈯公民館において、閉級式を実施。
お楽しみ活動で空気砲、ペーパージャイロ、ポン菓子

作りをしました。
また、１年間がんばった受講者の子どもたちに皆勤賞・

精勤賞の表彰を行いました。

第 37回全国ジュニアオリンピック水泳大会
福島予選会
男子 50ｍバタフライ　第１位　本 間 丈 司
女子 50ｍ背 泳 ぎ　第３位　入 澤 莉 那
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相

談

募

集

フ
ァ
ミ
た
ん
カ
ー
ド
の
有
効
期
限

が
更
新
さ
れ
ま
す

福
島
県
で
は
、
子
育
て
中
の
方

が
協
賛
店
で
提
示
す
る
と
、
様
々

な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
「
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト

（
フ
ァ
ミ
た
ん
カ
ー
ド
）」
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
32
年
3
月
31
日
ま
で
有
効

期
限
が
更
新
さ
れ
た
新
し
い
フ
ァ

ミ
た
ん
カ
ー
ド
を
３
月
上
旬
よ
り

保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
校
等
を
通

し
て
お
子
さ
ん
に
配
付
し
て
お
り

ま
す
。

◦
対
象
者

　

０
歳
か
ら
18
歳
（
18
歳
に
達
し

て
最
初
の
3
月
31
日
を
迎
え
る
ま

で
）
の
子
ど
も

◦
配
布
枚
数

　

対
象
者
１
人
に
つ
き
１
枚

※
フ
ァ
ミ
た
ん
カ
ー
ド
を
使
用
す

る
際
は
、
ご
利
用
の
前
に
必
ず
お

店
の
方
に
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

◦
交
付
方
法

保
育
所
（
園
）、
幼
稚
園
、
小
・

中
学
校
・
高
等
学
校
等
に
通
っ
て

い
る
お
子
さ
ん
に
は
、
各
施
設
か

ら
交
付
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
外
の

お
子
さ
ん
や
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い

な
い
お
子
さ
ん
の
保
護
者
の
方

は
、
健
康
福
祉
課
の
窓
口
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
福
祉
課　

☎
62
－
２
１
１
５

～
早
期
就
職
を
目
指
す
方
へ
～

求
職
者
支
援
制
度
の
お
知
ら
せ

求
職
者
支
援
制
度
と
は
、
雇
用

保
険
を
受
給
で
き
な
い
方
な
ど
を

対
象
と
し
て
、
職
業
訓
練
（
新
た

な
仕
事
を
目
指
す
方
が
知
識
や
技

術
を
身
に
つ
け
る
場
）
に
よ
る
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
通
じ
て
早
期
就
職

を
実
現
す
る
た
め
に
、
国
が
支
援

す
る
制
度
で
す
。

求
職
者
支
援
制
度
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
①
受
講
す
る
職
業
訓
練
の
受

講
料
が
無
料
、
②
職
業
訓
練
の
受

講
中
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
就
職
支

援
を
実
施
、
③
訓
練
期
間
中
「
職

業
訓
練
受
講
給
付
金
」
が
支
給
さ

れ
る
こ
と
で
す
。

　

詳
し
く
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
須
賀
川

　

☎
76
－
８
６
０
９

森
林
の
所
有
者
の
方
へ

森
林
の
所
有
者
の
方
で
次
の
項

目
に
該
当
す
る
方
は
届
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

①
森
林
の
土
地
所
有
者
と
な
っ
た

旨
の
届
出
制
度

個
人
・
法
人
に
よ
ら
ず
、
売
買

契
約
、
相
続
、
贈
与
な
ど
に
よ
り
、

森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得
し
た

場
合
に
は
、
面
積
の
大
小
に
関
わ

ら
ず
、
事
後
の
届
出
と
し
て
森
林

の
土
地
の
所
有
者
届
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

所
有
者
に
な
っ
た
日
か
ら
90
日

以
内
に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の
届

出
制
度

森
林
の
所
有
者
が
、
地
域
森
林

計
画
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
民
有

林
の
立
木
を
伐
採
す
る
場
合
に

は
、
森
林
法
に
基
づ
き
、
届
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
伐
採
す
る
30

日
～
90
日
前
ま
で
に
届
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

人
工
林
・
天
然
林
の
種
別
や
伐

採
本
数
に
関
わ
ら
ず
、
現
在
の
状

況
が
森
林
の
状
態
と
な
っ
て
い
る

場
合
は
届
出
の
対
象
と
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

産
業
課
に
、
森
林
簿
・
森
林
計

画
図
が
あ
り
ま
す
の
で
、
対
象
の

確
認
や
相
談
に
つ
い
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
届
出
・
問
い
合
わ
せ
先

産
業
課　

☎
62
－
２
１
１
８

国
家
公
務
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採

用
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
試
験
・

大
卒
程
度
試
験
）
及
び
一
般
職
試

験
（
大
卒
程
度
試
験
）
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

◦
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
・
大
卒

程
度
試
験
）

・
受
付
期
間　
4
月
1
日
㈬
～
8

　

日
㈬
（
受
信
有
効
）

・
第
一
次
試
験
日　
5
月
24
日
㈰

◦
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

・
受
付
期
間　
4
月
9
日
㈭
～
20

　

日
㈪
（
受
信
有
効
）

・
第
一
次
試
験
日　
6
月
14
日
㈰

▼
問
い
合
わ
せ
先

人
事
院
東
北
事
務
局

第
二
課　

試
験
係

☎
０
２
２
－
２
２
１
－
２
０
２
２

消
費
税
引
上
げ
に
伴
う
被
災
者
住

宅
再
建
に
対
す
る
給
付
措
置
︵
住

ま
い
の
復
興
給
付
金
︶
に
つ
い
て

住
ま
い
の
復
興
給
付
金
は
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
が
生
じ

た
住
宅
の
被
災
時
の
所
有
者
が
、

税
率
引
上
げ
後
の
消
費
税
率
が
適

用
さ
れ
る
時
期
に
、
新
た
に
住
宅

を
建
築
・
購
入
、
ま
た
は
被
災
住

宅
を
補
修
（
※
）
し
て
居
住
し
て

い
る
場
合
に
、
給
付
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
る
制
度
で
す
。

制
度
の
内
容
、
申
請
対
象
、
申

請
書
類
等
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※
補
修
に
よ
る
申
請
は
、
補
修
前

後
の
写
真
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

住
ま
い
の
復
興
給
付
金
事
務
局

☎
０
５
７
０
－
２
０
０
－
２
４
６

　

受
付
時
間　

9
時
～
17
時

　

（
土
・
日
・
祝
日
を
含
む
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://fukko-kyufu.jp

町
指
定
文
化
財
の
お
知
ら
せ

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
「
岩
瀬

牧
場
旧
事
務
所
」
、
「
岩
瀬
牧
場

農
具
舎
」
の
２
件
を
町
指
定
文
化

財
と
し
て
指
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
指
定
に
よ
り
、
町
内
の

指
定
文
化
財
は
県
指
定
文
化
財
が

１
件
、
町
指
定
文
化
財
が
26
件
と

な
り
ま
し
た
。

　

一
つ
ひ
と
つ
の
文
化
財
は
、
そ

の
地
域
の
歴
史
と
風
土
の
中
で
育

て
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
も
う
一
度
私
た
ち
の

身
近
に
あ
る
文
化
財
を
見
直
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◦
「
岩
瀬
牧
場
旧
事
務
所
」

　

建
築
当
初
（
昭
和
13
年
）
の
姿

を
良
く
残
し
た
モ
ダ
ン
な
建
物
で

あ
り
、
近
代
化
産
業
遺
産
で
す
。

◦
「
岩
瀬
牧
場
農
具
舎
」

　

唱
歌
「
牧
場
の
朝
」
発
祥
当
時

か
ら
唯
一
残
っ
て
い
る
建
物
で
、

当
時
の
様
子
を
窺
い
知
る
こ
と
が

で
き
る
近
代
化
産
業
遺
産
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
課　

62
－
２
０
３
１

﹁
お
は
よ
う
歩
こ
う
会
﹂
参
加
者

募
集鏡

石
町
お
は
よ
う
歩
こ
う
会

（
影
山
富
祥
会
長
）
で
は
、
平
成

27
年
度
の
「
お
は
よ
う
歩
こ
う

会
」
を
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し

ま
す
。
今
年
で
43
年
目
を
迎
え
ま

し
た
「
歩
こ
う
会
」
は
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。歩
く
こ
と
は
、

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
最
適
な

運
動
で
す
の
で
、
仲
間
を
誘
っ
て

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
町

役
場
前
に
当
日
午
前
６
時
に
集
合

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
会
費
は
バ
ス
利
用
の
時

の
み
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

影
山
富
祥　

☎
62
－
３
３
７
４

平
成
₂₇
年
度
消
費
生
活
無
料
法
律

相
談県

で
は
、
多
重
債
務
問
題
や
契

約
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
様
々
な
消
費
生

活
相
談
に
対
応
す
る
た
め
、
法
律

の
専
門
家
に
よ
る
相
談
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

◦
県
中
地
方
振
興
局
で
の
無
料
法

律
相
談

・
相
談
日　
奇
数
月
の
第
２
火
曜
日

・
相
談
時
間　
13
時
15
分
～
16
時　

　

45
分
（
１
人
あ
た
り
30
分
）

・
相
談
方
法　
来
所
及
び
電
話

・
相
談
会
場　
郡
山
市
労
働
福
祉

　

会
館
（
郡
山
市
虎
丸
町
７
－
７
）

　

事
前
の
予
約
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

県
中
地
方
振
興
局

県
民
環
境
部
県
民
生
活
課

☎
０
２
４
－
９
３
５
－
１
２
９
５

◦
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
の
無

料
法
律
相
談

・
相
談
日　
原
則
、
毎
週
木
曜
日

　

第
１
、
３
木
曜
日
は
弁
護
士

　

第
２
、
４
木
曜
日
は
司
法
書
士

・
相
談
時
間　
13
時
～
17
時
（
１

　

人
あ
た
り
30
分
）

・
相
談
方
法　
来
所
及
び
電
話

・
相
談
会
場　
県
消
費
生
活
セ
ン

　

タ
ー
（
福
島
市
中
町
８
－
２
）

　

事
前
の
予
約
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
－
５
２
１
－
０
９
９
９

皆
様
か
ら
の
ご
支
援
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す

ふ
る
さ
と
納
税

⃝

新
田　

幸
恵

⃝

松
本　

保
子

⃝

東
北
旭
紙
業
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

小
林　

裕
明

※
敬
称
略
。
２
月
号
広
報
発
行
後

よ
り
３
月
号
広
報
発
行
時
現
在
の

ご
芳
名
に
な
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

３
月
︑
４
月
は
住
所
や
仕
事
な

ど
い
ろ
い
ろ
と
異
動
が
多
い
時
期

と
い
う
こ
と
で
今
月
号
は
住
民
異

動
︑
国
保
︑
国
民
年
金
を
取
り
上

げ
て
み
ま
し
た
︒
皆
さ
ん
い
つ
か

は
関
わ
る
制
度
な
の
で
︑
読
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
︒

こ
の
間
︑
県
主
催
の
広
報
担
当

者
研
修
会
に
行
っ
て
き
ま
し
た
︒

そ
の
中
で
何
万
︑
何
千
の
文
字
よ

り
も
１
枚
の
写
真
が
大
事
と
い
う

話
が
あ
り
︑
そ
う
い
わ
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月　日 目的地 歩行
㎞数 月　日 目的地 歩行

㎞数

4月12日㈰ 鏡石神社
岩瀬牧場 ４  7月 5日㈰ 仁井田八幡神社

磨崖仏 4

5月10日㈰ 熊野神社 ４  7月26日㈰ 笠地蔵
宝泉院 3

5月24日㈰ いわき市
三崎公園

バス
利用  8月23日㈰ 鹿島神社 ６

6月14日㈰ 踊坊の碑
鳥見山公園 ４  9月27日㈰ ふれあいの森 ７

6月28日㈰ 鏡沼公園 ６ 10月25日㈰ 柳津虚空蔵尊 バス
利用

「広報かがみいし」広告掲載者募集
●広告掲載の位置　町が指定した位置
●広 告 掲 載 料 金　下一段　10,000 円

半 分     5,000 円（この記事の大きさ）

問い合わせ先　総務課広報担当　☎ 0248︲62︲2111

在宅療養支援診療所 夜間・休日も、朝 9時から夜 10時まで診療！
24時間 365日対応、往診・訪問診療もできます！

　子どもからお年寄りまで、風邪でもケガでも、痛みでもかゆみでも悩みでも、
どのような患者さんでも、科目に関係なく、親切丁寧に診察させていただきます！
旧国道沿い・JAあいりすホール向かい　鏡石町不時沼 217番地 1

http://yoshida-gphc-clinic.jimdo.com
　院長　吉田孝司　総合診療医、36 歳・鏡石町成田生まれ、福島県立医大出身

困ったときには、いつでも気軽にお電話ください！（24時間 365日対応）

☎ 0248-62-2508

よしだ 総合診療
在宅ケア クリニック
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くらしの情報　information

火災・救急事故 交通事故 納　税人口と世帯数

未来へ輝け
まち期待の星

この欄への掲載を希望しない方は、届出
の際にお知らせください。

（H27.1.31 現在）

火 災 0件 （1）
救 急 51件 （35）
水 害 0件 （0）
（　）は前年同期の件数

「もういいかい
火を消すまでは　まあだだよ」
（全国統一標語）

（H27.1.31 現在）

件 数 4件 （2）
死 者 0人 （0）
傷 者 9人 （7）
（　）は前年同期の件数

死亡事故０日数
138日

（H27.2.1 現在）

12,591 人 （－  1）

6,183 人 （＋  3）
6,408 人 （－  4）
4,293 世帯（＋  6）

（　）は前月との比較

今月号の広報かがみいし紙面の中からの出題です。○
に当てはまる言葉をお答えください。全問正解者の中か
ら抽選で５名の方に、「町の特産 “ 旬の味覚 ”」をお送り
します。（２月号のプレゼントは「いちご」でした）

【問題】
①食品放射能検査に新しく導入された測定器は食材を刻

まずに測定できる○○○○測定器
②税務町民課の窓口が混雑するのは連休明けや○曜日？
③町営住宅「東町団地」（災害公営住宅）の再募集は○戸？
④町指定文化財として新たに指定したのは岩瀬牧場の「旧

事務所」と「○○○」の２件
⑤住宅除染の実施計画総数は○○○○件

応募方法　ハガキまたはメールに必要事項を記入し応募
必要事項　クイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号
　　　　　と春の訪れを感じるときはどんなとき？
　※皆さんから頂いた投書の中から広報かがみいしに掲

載させていただきます。（匿名希望の方は「匿名希望」
と明記してください。）

応募期限　3 月 23 日㈪必着（当選者の発表は来月号で）
1 月号の正解 ①オランダ　② 4 月 1 日　③天のつぶ　
　　　　　　　　④笑い　⑤元気アップ教室
当選者の発表（敬称略）
　関根久史（岡ノ内）、角田夏音（岡ノ内）、渡辺江美子（本

町）、面川節子（中町）、斎藤恵（鏡沼）
※プレゼントは後日郵送いたします。

今月は鏡石中学校で生徒会長・陸上部の部長をしている津金大勢くん
です。
『生徒会長としてあいさつや生活態度などが岩瀬地区で一番といわれる
学校にしたいと思っています。でも、みんなを指導していくのは、やっ
ぱり難しいですね。陸上部の部長としても部員のみんなが練習に集中で
きるよう、嫌な練習でも頑張れるよう声をかけることにしています。

４種混成競技で新人戦の県大会で第４位になりましたが、１位から５
位までは僅差だったので、悔しかったです。中体連では、東北大会に出
場できるよう頑張っていきたいです。』

岩瀬地区で１番の
学校にしたいです！

津金　大
たい

勢
せい

 くん　（鏡石中学校２年）

広報かがみいしみんなでつくろう !!みんなで参加！

QQQ 広報クイズ
町の特産 ＂旬の味覚＂をプレゼント！

み ん な の 広 場みみ なな 広 場場みみ んん なな のの 広広 場場戸籍の窓
平成27年1月受付分

vol. 10

冬に食べたいものといえば？
　２月号の広報クイズ応募者の中から「冬に食べたいも
のといえば？」に寄せらせた投書をご紹介します。

・食べたいものはなべ料理、飲みたいものは甘酒です。どち
らも体があたたまります。　　　  　　       （面川タカ子）

・こたつの上で、干し柿が食べたいです。　  （関 根 久 史）
・黒砂糖で作ったクズ湯を風邪のときいつも母が作ってく
れました。　　　　　　　　　　　    　 　（面 川 節 子） 

お い わ い

か な し み

　納税は下記の金融機関で
の口座振替が便利です。申
し込みお手続きは各金融機
関の窓口で。
・すかがわ岩瀬農業協同組合
・須賀川信用金庫
・東邦銀行
・大東銀行
・福島県商工信用組合
・ゆうちょ銀行

よ ろ こ び
地区 赤ちゃん お父さん お母さん

男の子

久来石 佐藤　　岬
みさき

朋久 浩江
笠　石 古川　颯

はる

己
と

裕也 桃衣
笠　石 大泉　雄

ゆう

希
き

雄也 侑美
笠　石 大河原斗

とう

真
ま

哲 裕子
鏡　田 深谷　悠

はる

翔
と

大輔 桃子
旭　町 小貫　怜

りょうあ

碧 英光 明日香
女の子

鏡石４ 添田　愛
あ

心
こ

学 美佳

地区 花むこさん 花よめさん
鏡　田 稲田　好也 （小松）清　子
旭　町 石塚　拓也 （薄葉）美　穂
さかい 青木　博之 （渡邉）さつき

地区 氏　名 年齢
笠　石 溝 井 昭 男　 70
鏡石３ 橋 本 税 雄 75
鏡石３ 矢 吹 夏 雄 92
仁井田 赤　坂　さよ子 66
鏡　田 栁 沼 𠮷 子 88
高久田 渡 辺 定 衛 84
成　田 根 本 ヒ サ 84
成　田 添 田 キ ヨ 85

　　税務町民課では、毎週日曜日午前
８時30分から正午まで下記の窓口を
開設しています。
　●諸証明書の発行

●町税等の納付

高野　七
なな

海
み

 ちゃん
（平成26年3月11日生まれ）

ハッピーバースデー　３月生まれ

滝口　璃
り

桜
お

 ちゃん
（平成21年3月17日生まれ）

ハッピーバースデー写真
今月は４月に誕生日を迎える満１歳～小学校就

学前までのお子さんの写真を募集します。
応募方法　応募者の氏名・住所・電話番号、お子さ

んの名前・生年月日を記入して、応募し
てください。

ペット写真募集
愛するペットの写真も募集しています。
応募方法　応募者の氏名・住所・電話番号、ペットの

名前を記入して応募してください。

応募先　〒969-0492 鏡石町役場総務課 広報担当　
メール   smile_k@town.kagamiishi.lg.jp　
応募期限　３月23日㈪
問い合わせ先　総務課　  ☎  62－2111　
　　　　　　　　　　　FAX 62－6553

※右のＱＲコードは応募先メール
アドレスのものですので、お使い
ください。
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日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
1 2 3 4 5 6 7 
町民相談の日
（心配ごと・人権・行政）
13:30 勤労青少年ホーム
※毎月第１日曜日に
実施しています。

つどいの広場
10:00鏡石児童館

のびのび健康相談
9:30保健センター
保育所「ひな祭り」
10:30鏡石保育所

つどいの広場
10:00鏡石児童館
元気アップ教室
10:00保健センター

１・２歳児健康
相談
9:30保健センター
つどいの広場
10:00鏡石児童館
ペアレントクラス
18:30 勤労青少年ホーム

子ども映画会
13:30 図書館

8 9 10 11 12 13 14
つどいの広場
10:00鏡石児童館

３月議会開会
（本会議）
10:00 議会議場
ヤマハ音楽教室
10:00鏡石保育所
元気アップ教室
10:00保健センター

３月議会（一般質問）
10:00 議会議場
つどいの広場
10:00鏡石児童館
１歳６か月児　
健康診査⑬
13:15保健センター

３月議会（一般質問）
10:00 議会議場

鏡石中学校卒業式
10:00鏡石中学校
つどいの広場・
子育て講座「劇
団　赤いトマト
人形劇鑑賞会」
10:00鏡石児童館
ペアレントクラス
18:30 勤労青少年ホーム

読み聞かせ会⑭
10:30 図書館

15 16 17 18 19 20 21
つどいの広場
10:00鏡石児童館

鏡石幼稚園卒園式
10:00鏡石幼稚園
9 ～ 10か月児
健康診査⑬
13:15保健センター
３～４か月児
健康診査⑬
13:30 公立岩瀬病院

オープン献血
9:30 勤労青少年ホーム
健康セミナー
「笑いで健康」
13:30 図書館
放課後児童クラ
ブ「お別れ会」
15:00ふれあい交
流館・第二小学校

第二小学校修了式
  9:15第二小学校
３月議会（本会議）
10:00 議会議場
第一小学校修了式
10:30第一小学校
ペアレントクラス
18:30 勤労青少年ホーム

22 23 24 25 26 27 28
鏡石中学校修了式
  8:30鏡石中学校
第一小学校卒業式
10:00第一小学校
第二小学校卒業式
10:00第二小学校
つどいの広場
10:00鏡石児童館

つどいの広場
10:00鏡石児童館
おひざにだっこ
のおはなし会⑭
11:00 図書館

つどいの広場
10:00鏡石児童館
放課後児童クラ
ブ「お楽しみラ
ンチ」
12:00ふれあい交
流館・第二小学校

保育所「満了式」
9:30 鏡石保育所

29 30 31 4/1 2 3 4
つどいの広場
10:00鏡石児童館
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広報に掲載された写真は無料で差し上げます。
ただし、郵送の場合は切手を貼った返信用封
筒が必要です。
※⑭などの数字は掲載しているページです。

〈お知らせ〉
　総合相談室を開設していますので、一人
で悩まずにお気軽にご相談ください。
日時：毎週火～金曜日　9時～ 16時
場所：役場総合相談室（庁舎１階東側奥）

2/24 鏡石幼稚園なわとび大会

ホームページ掲載用に付き使用不可


